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□ 圏
○オープニング
2011年 3月 に富城県沖でマグニチュード9.0の地震

が発生。地震に伴い、東日本沿岸の広範囲に大津波が襲

つた。今回の津波で生死を分けたものは何だつたのか?東

海。東南海。南海地震の危険も迫っている今、津波に対し

て私たちはどのように備えればいいのか。

○東 日本 大 震 災 津波

生死を分けたものは何か、津波防災に長年取り組んで

きた群馬大学大学院の片田敏孝先生に話を伺う。今回の

犠牲者のうち、八ザードマップの外側の方々が多く亡くな

つている。ノヽザードマップは、津波の浸水地域を予測する

もので、地域の地形を矢口るためには必要な情報。しかし、

これを一つの想定と捉え絶対的なものと思い込まないこ

とが大切である。

○津波で命を落とした人たち

岩手県釜石市の津波による死者・行方不明者のうち、

65%が浸水想定区域外に住んでいた。また、気象庁の津

波警報で津波の高さが「3メートル」と報じられたことに

より避難を躊躇したと答えた生存者も多くいた。

○助 か つた地 域 の事 例

そのような中、釜石市鵜住居田]では学校にいた小中学

生の全員が助かつた。生徒・児童たちが自主的に学校から

避難し、避難所と想定されていたところも危険と思えばさ

らに上の場所まで避難し続けたことが、命を救うことにつ

ながつた。

○避難三原則

釜石で8年にわたり防災教育を続けてきた片田先生は、

避難三原則を子どもたちに教えたという。
。「想定を信じるな」
・「その状況下で最善を尽くせ」
。「率先避難者たれ」

○津波常襲国・日本

近い将来、太平洋沿岸で大きな津波が予想されている。

日本海沿岸でも過去に津波災害の記録もあり、海に囲ま

れた日本は、常に地震と津波に備える必要がある。

○津波の基礎知識

津波の正しい知識を知ることも大切なことである。

・高さ 50センチの津波でも威力がある

。津波の動きを予測するのは難しい

。津波と震度の大きさは関係ない

。津波の前兆は「地震」以外にない

○地震があつたら高台ヘ

海岸近くでは津波に対する用心を忘れない。わずかな

揺れでも警戒し、大きな揺れの場合は、津波情報を待た

ずにすぐに高台へ避難することが大切である。

自分の命を守ることに主体的であれ。そして最善を尽

くすことへの心構えが一番重要である。
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